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いま、音楽を通じて
高校生に身に付けてほしいこと

〗何を学ぶか

新学習指導要領は、 育成を目指す資質・能力の 「三つの柱」によって音楽を学ぶことの本質的な意

義をより明確化し、 高等学校の芸術科（音楽）が義務教育の延長線上にあることを具体的に示すもの

となっています。 子供たちがこれからの急激な社会環境の変化に対応して豊かな人生を送っていける

よう、 各校種にわたる一貫した方針のもとで 「音楽的な見方・考え方」を働かせて音楽や音楽文化と

幅広く関わる資質・能力を培うことが、 これまで以上に期待されているといってもよいでしょう。

音楽は時間的・運動的な論理性と感覚的・感情的な抽象性をもっていることから、 音楽教育には知

性と感性の融合という特性があります。 基礎・基本を押さえた客観的な視野から音楽の共通性や固有

性を発見し、 自己のイメ ー ジを軸に新たな価値を創造するという音楽の学びの多様性は、 生徒一人一

人のこれからの生涯を豊かで潤いのあるものにするだけでなく、 予測困難な未来における持続可能な

社会の担い手として、 自然科学や社会科学の新境地を拓く人材の育成にもつながることを示唆してい

ます。

［どのように学ぶか

そのため、 新学習指導要領では 「どのように学ぶか」ということが爪要な課題となっています。 育

成を目指すのは、学んだ知識や技能を相互作用的に活用する能力であり、単純な二者択ーではない 「深

い学び」の実現です。 芸術に必要な能力は 「連想する力」であるといっても過言ではありません。 音

楽では、 経験や学習によって獲得したイメ ー ジをつなぎ、 古い知識と新しい知識を組み合わせて意味

を想像することによって、 新たな価値を創造する思考力が働きます。 言い方を変えれば、 創造力とは
「関連付けて組み合わせる力」であるともいえます。

音楽の学習においては、 知覚・感受した音楽の 「表情」を自己のイメ ー ジと関連付けて表現を工夫

したり、 そのイメ ー ジについて音や言葉で人に伝えたりすることが大切です。 そのためには、 音楽の

諸要素の働きやそれを表す音楽用語等に関する知識が必要になるとともに、 それを伝えるための技能

や自分の心の動きを表現する言語的な豊かさも必要になってきます。 「関連付けて組み合わせる力」は、

そうした 「人と音楽との関係」において働くだけでなく、 多様な音楽の 「文化的・歴史的背景」との

関わりについて理解する上でも不可欠なものであると考えられます。

｀に付けてほしいこと

いま、 高校生に身に付けてほしいのは、 目の前にある現象を 「観察する力」とこれから起こる間題

を 「予測する力」、 そしてその解決のために学習や経験を 「操作する力」です。 予測困難な未来を切

り拓くための 「生きて働く知識・技能」は、 音楽をどのように学ぶかということと深く関わっていま

す。 芸術科（音楽）の学習において、楽譜や音の嗚り響きを 「観察する力」は記号や言語に関する 「基

礎力」、 音楽の文脈からその続きを 「予測する力」は知識を関連付ける 「思考力」、 それを人に伝える

ために音や言葉を 「操作する力」は自分や社会をよりよいものにする 「実践力」です。 そして、 これ

らは新学習指導要領の根本となっている 「21世紀型能力」※ と完全に一致しているのです。
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※ https://www.kyogei.co.jp/pdf/hs/21stcenturyskills.pdf
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